
　

塞の神とは、毎年小正月（1/15頃）に行われる伝統行事で、旧年のしめ縄・お札、正月のお
飾り、書初めなどを持ち寄り、稲藁を高く積み上げた神柱と一緒に燃やすことによって本年
の無病息災・家内安全・商売繁盛などを祈願する年初めの雪国行事です。

この度の能登半島地震で被害をうけられました皆様に心よりお見舞い申し上げますと共に、一日も早い復旧と復興さ
れることを心よりお祈り申し上げます。
南魚沼市でも元旦に震度5強と報告されましたが、実際に地震がきて⾧い揺れが続き怖かったです。その後も余震が続い
ていて、またいつ大きい地震がくるかと不安になります。改めて災害の備えについて考えようと思いました。そんな中
でテレビでも放送されていた簡単にできる防災ボトルを作ってみました。下記に掲載したので参考にしてみてください。
募金をする、節電を心掛けるなどの意識が必要だと思いますが、早い復旧復興の為にもできることをしていきたいと思
います。

【防災グッズをコンパクトに収納】

災害はいつどこで起こるかわかりません。そんなときの為にウオーター

ボトルに災害時に必要なアイテムを入れた「防災ボトル」を！

コンパクトに収納できるのでカバンに入れて持ち歩いたり、

車の中に置いておいたりできます。

ボトルは、100均で売っている500mlのウオーターボトルを用意しました。

↓ 私がボトルに入れたアイテムです↓

遅ればせながら新年明けましておめでとうございます。
本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。
今回編集担当の上村です。お正月、皆様はどのようにお過ごしでしたか？
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塞の神に行ってきました！
お天気に恵まれ晴天☀澄んだ青空でとても気持ちよかったです。
1月14日はいろんな地域で開催されていたようです。
昔はいろんなところで開催されていましたが、最近は開催しない地域も多くなったようです。
宮司様と役員の方と神社の中で祈願をしてました。その後外の集まっていた
皆さんもお祓いをしてもらい、点火！空高く火が昇っていきました。
他にも神社内で神楽舞を披露したり、宝探し大会があり、雪の中からお菓子をGET(̂ )̂v
子供たちはお菓子をもらって喜んでました。
何年ぶりかで行った塞の神は知人やお客様に会え、
いろんな話ができて伝統行事にもふれあえた有意義な時間でした(̂ )̂
伝統行事が衰退している中、この先も継承していってほしいと思いました。

①ｳｫｰﾀｰﾎﾞﾄﾙ
②ティッシュ
③使い捨てカイロ
④エチケット袋
⑤現金
⑥レジ袋
⑦髪ゴム
⑧あめ
⑨ＬＥＤライト
⑩薬
⑪ばんそうこう

必要なものは人によってそれ

ぞれなので、

あったら

いいな

と思うものを

いれておくと

よいです。

警視庁災害対策課の旧ﾂｲｯﾀｰにあった災害時に役立つ豆知識を参考にさせて頂きました。
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〈作ってみてわかったこと〉

(1)出し入れがしにくい。

(2)入る量が限られる。
思いのほか入りますが、かさばる物は無理そうです。

状況に応じてボトルを分けて作っておくのがいいか

もしれないですね。

詳しい内容につきましてはホームページにて掲載してますのでご覧ください。
お問い合わせは下記フリーダイヤルまでご相談ください！

工事費セット価格

19.8万円～
（税込）
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皆様からのご意見、ご感想お待ちしております

新年の挨拶
新年明けましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になり厚く御礼申し上げます。

本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

皆様におかれましてはどのような新年を迎えられましたでしょうか。

この年末年始も魚沼地域らしくない雪模様でしたが、おかげでゆっくりとした時を過ごされた方も多いのではないでしょうか？

私としては、長男夫婦も加わった新たな家族全員で、賑やかな楽しい時間を過ごし、今年に向かう新たなエネルギーとなりました。

しかし一方で、元旦には能登半島で発生した大きな地震により、多くの命が奪われたことに心よりお悔やみ申し上げると共に、

被災され未だ避難生活をされている方々に深くお見舞い申し上げます。

先日、友人宅をお見舞いがてら新潟市西区を訪れて参りましたが、地盤沈下、液状化現象、地滑りなどの被害状況は、テレビ

で報道されている印象をはるかに超えて甚大なものであり、被災者でなければ想像できない大きな力が加わったことを表して

いました。

私自身、住宅建築に携わる者の一人として、本来、家族の生命や財産を守るべき住宅が、人には抗えない力が襲ってきた時

に、それを奪うものに変わってしまう恐ろしさと理不尽さを感じ、またそうさせないために私たち住宅会社には何が出来るのか

を考えさせられました。

今回の震災で起こった様々なことは、私自身にとって、つまりトピアホームにとって、家づくりの根本を考え、見直す機会に

なることでしょう。

非常に痛ましい出来事ですが、しかし「この震災があったから何かが変わった」と前向きに意味を持たせることが重要だと

思います。

トピアホームは昨年12月で創業30年を迎えることが出来ました。これまでの間、無事に事業を続けてこれたのは、今までの多く

のお客様と業者様、地域の方々、そして社員とその家族のおかげだと、改めて深く感謝申し上げます。

昨年を少し振り返りますと、新型コロナウイルスも終息しつつあり、世の中の社会活動が様々活発になってきました。

それと同様に当社でも、見学会などの営業活動を始め、トピア祭に代表されるような、人を集めた交流イベントなどを再開して

きました。今まで活動を自粛して、人と人との交流を制限してきた4年間が、人と会うことの大切さを改めて感じる良い期間だと

思いましたし、今後はユーザー様との交流を増やして、当社とユーザー様の関係性を「強く近く」していくべきだと強く感じました。

そして今年から31年目を迎えた当社は、初心を忘れず基本を大切にしながらも、これからは今まで

以上に地域の事、将来の事に目を向けた、事業を進めていくことを大きな指標として掲げ、

今年もスタッフ一同頑張って取り組んでまいります。

そのためには、実際に地域にお住まいになられている、多くのユーザー様の知恵や想いを力にして、

ご協力、ご指導して頂くことが今まで以上に増えることと思いますが、何卒宜しくお願い申し上げます。

皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げ、新年の挨拶とさせて頂きます。

株式会社トピアホーム

代表取締役桐生 悟


